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医療法人彰和会の「彰和（Showa）」と明らかにするという意味の「Show」を合わせて、「Show-a通信」としました。
私たちの仕事をお知らせすることで、消化器科領域の最新医療をお伝えします。

北海道消化器科病院は消化器病分野の最先端治療で地域医療に貢献しています。
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ポートは直径25mm程度とコンパクトな形状です。
装置全体が皮下に埋め込まれ、小さな切開で留置可
能であり、患者さんの負担も最低限で済みます。

皮下埋め込み型中心静脈ポート「CVポート」（下）
先端に3wayバルブという特殊な弁機能のあるシリ
コン製のシングルルーメンと、強靭さとしなやかさ
を併せ持つポリウレタン2層構造のダブルルーメン
を採用しています。

末梢挿入型中心静脈カテーテル「PICC」（上）



中
心
静
脈
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
は
、
栄
養
輸
液
や
抗
が
ん
剤
の
投
与
に
欠

か
せ
な
い
方
法
で
す
が
、
1
0
0
人
に
2
～
3
人
の
割
合
で
気
胸
な
ど

の
重
大
な
合
併
症
が
起
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
当
院
で
は
中

心
静
脈
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
を
「
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下
静
脈
穿
刺
法
」

で
行
い
、
ま
た
、
よ
り
安
全
な
末
梢
挿
入
型
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル

（
P
I
C
C
）
を
導
入
し
合
併
症
ゼ
ロ
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
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取
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消化器
Frontier

　
当
院
で
は
診
療
の
約
95
％
が
消

化
器
系
悪
性
疾
患
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
抗
が
ん
剤
や
外
科
手
術
後
の

栄
養
輸
液
の
投
与
を
数
多
く
行
っ

て
い
ま
す
。
栄
養
輸
液
や
抗
が
ん

剤
を
腕
の
末
梢
静
脈
か
ら
入
れ
る

と
静
脈
炎
を
起
こ
し
た
り
、
薬
液

漏
出
に
よ
る
組
織
障
害
を
起
こ
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
カ

テ
ー
テ
ル
（
体
内
に
挿
入
す
る
細

い
管
）
を
血
管
が
太
く
血
流
が
多

い
中
心
静
脈
ま
で
挿
入
す
る
「
中

心
静
脈
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
」
で
投

中
心
静
脈
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に

気
胸
は
起
こ
り
え
な
い

上
腕
か
ら
の
挿
入

　
P
I
C
C
は
上
腕
の
静
脈
に
エ

コ
ー
ガ
イ
ド
下
で
穿
刺
し
て
上
大
静

脈
ま
で
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
タ

イ
プ
の
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル
で

す
。
当
院
で
は
年
間
約
3
0
0
件
を

施
行
し
て
い
ま
す
。
穿
刺
時
の
安
全

性
は
極
め
て
高
く
、
気
胸
は
起
こ
り

え
な
い
経
路
で
す
。

　
米
国
で
は
安
全
性
と
有
効
性
が
認

め
ら
れ
頻
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

の
P
I
C
C
普
及
率
は
ま
だ
低
い
の

で
す
が
、
当
院
で
は
2
0
1
1
年
に

導
入
し
ま
し
た
。
安
全
性
の
高
さ
か

ら
、
今
後
は
日
本
で
も
主
流
に
な
る

だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
上
腕
の
静
脈
に
挿
入
す
る

P
I
C
C
に
は
肘
の
屈
伸
に
よ
る
滴

下
不
要
や
静
脈
炎
の
発
生
頻
度
が
低

い
と
い
う
大
き
な
利
点
が
あ
り
ま
す

が
、
「
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下
静
脈
穿
刺

法
」
が
必
須
の
手
技
と
な
り
ま
す
。

北海道大学医学部卒業
JA北海道厚生連帯広厚生病院外科、財団法人
小児愛育協会附属愛育病院外科、北海道大学病
院第二外科を経て、2012年4月から北海道消
化器科病院に勤務

【学会認定資格など】
日本外科学会専門医

楢崎 肇消化器外科 医長

末梢挿入型中心静脈カテーテル「PICC」
エコーガイド下静脈穿刺法

与
し
ま
す
。

　
カ
テ
ー
テ
ル
を
血
管
に
挿
入

す
る
手
法
に
は
「
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
法
」
と
「
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下

静
脈
穿
刺
法
」が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
の
病
院
の
多
く
が
「
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
法
」
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
患
者
さ
ん
の
鎖
骨
や
筋

肉
の
位
置
を
目
安
に
血
管
や
臓

器
の
配
置
を
想
像
し
な
が
ら
、

鎖
骨
下
静
脈
に
針
を
刺
し
て
カ

テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
ま
す
が
、

鎖
骨
下
静
脈
の
す
ぐ
そ
ば
に
動

脈
や
肺
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
針

を
深
く
入
れ
過
ぎ
る
と
動
脈
や

肺
を
傷
つ
け
る
リ
ス
ク
が
伴
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
当
院
で
は
穿
刺

時
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、

2
0
1
2
年
に
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

法
を
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下
静
脈
穿

刺
法
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
ま

た
、
挿
入
時
の
合
併
症
が
少
な

い
P
I
C
C
を
2
0
1
1
年
に

導
入
し
ま
し
た
。

中心静脈は上大静脈および下大静脈のことを示します。こ
の静脈は太く血流が多いので、栄養輸液や薬剤が投与され
ても急速に希釈されて血管壁の刺激を最小限にできること
から、カテーテルの先端を中心静脈内に留置します。
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上大静脈
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超
音
波
断
層
像
を

監
視
し
な
が
ら

安
全
に
針
を
挿
入

目
的
で
使
い
分
け
る

「
P
I
C
C
」
と

「
C
V
ポ
ー
ト
」

中
・
長
期
的
な

抗
が
ん
剤
点
滴
投
与
を

安
全
に

　
C
V
ポ
ー
ト
は
、
ま
ず
エ
コ
ー
ガ

イ
ド
下
で
鎖
骨
下
静
脈
に
穿
刺
し
、

カ
テ
ー
テ
ル
を
上
大
静
脈
ま
で
進

め
て
留
置
し
ま
す
。
次
に
ポ
ー
ト

（
1
0
0
円
玉
程
度
の
大
き
さ
）
を

前
胸
部
の
皮
下
に
埋
め
込
み
カ
テ
ー

テ
ル
と
つ
な
ぎ
ま
す
。
薬
液
を
投
与

す
る
時
は
注
入
口
と
な
る
ポ
ー
ト
に

針
を
刺
す
だ
け
な
の
で
、
患
者
さ
ん

の
生
活
の
質
を
保
ち
な
が
ら
、
薬
剤

を
長
時
間
や
長
期
間
に
わ
た
っ
て
投

与
で
き
ま
す
。
外
来
や
在
宅
で
の
抗

が
ん
剤
治
療
で
重
要
な
役
目
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　
当
院
に
お
け
る
C
V
ポ
ー
ト
施
行

件
数
は
年
間
1
3
0
件
を
超
え
て
い

ま
す
。
平
均
施
行
時
間
は
25
分
以
下

と
、
患
者
さ
ん
の
負
担
を
最
小
限
に

す
る
熟
練
し
た
手
技
を
獲
得
し
て
い

ま
す
。

　「
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下
静
脈
穿

刺
法
」
は
超
音
波
断
層
像
で
目

的
の
静
脈
血
管
を
視
覚
的
に
捉

え
な
が
ら
針
を
挿
入
す
る
の

で
、
カ
テ
ー
テ
ル
の
留
置
を
安

全
に
行
え
ま
す
。

　
高
齢
社
会
の
現
在
、
複
数
の

疾
患
を
抱
え
て
い
た
り
、
血
管

が
細
く
も
ろ
い
と
い
っ
た
高
リ

ス
ク
の
症
例
が
増
え
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
超
音
波
断
層
像
を
監

視
し
な
が
ら
の
穿
刺
は
カ
テ
ー

テ
ル
の
留
置
に
は
欠
か
せ
な
い

手
技
で
す
。

旭川医科大学医学部卒業
北海道大学病院外科、市立釧路総合病院外科、
独立行政法人労働者健康福祉機構北海道中央労
災病院外科を経て、2011年4月から北海道消
化器科病院に勤務

【学会認定資格など】
日本外科学会専門医　日本消化器外科学会専門医
日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医
日本消化器病学会専門医　日本肝胆膵外科学会評議員
ICD 制度協議会認定医

中山 智英消化器外科 医長

エコーガイド下静脈穿刺法

皮下埋め込み型中心静脈ポート「CVポート」

穿刺前の血管走行の確認（上腕PICC）

X
線
で
上
腕
の
静
脈
か
ら
中
心
静

脈
に
挿
入
さ
れ
た
カ
テ
ー
テ
ル
を

確
認

血管穿刺（上腕PICC）

　
当
院
で
は
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下

静
脈
穿
刺
法
を
活
用
し
な
が

ら
、
入
院
中
の
栄
養
補
給
や
短

期
間
の
抗
が
ん
剤
治
療
に
対
応

す
る
「
上
腕
P
I
C
C
」
と
、

長
期
に
及
ぶ
抗
が
ん
剤
治
療
に

対
応
す
る
「
C
V
ポ
ー
ト
」
を

熟
練
し
た
手
技
を
持
つ
消
化
器

外
科
医
が
施
行
し
て
い
ま
す
。

 

感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
に

衛
生
的
環
境
の
手
術
室
を
使

い
、
留
置
後
は
X
線
写
真
で
カ

テ
ー
テ
ル
の
先
端
位
置
を
確
認

す
る
な
ど
安
全
性
を
高
め
て
い

ま
す
。

超音波断層像は二次元の平面であることから、針先の
位置を全ての過程で正しく把握できる熟練した技術や
トレーニングが必要です

心臓

上大静脈

鎖骨下静脈

CVポート

血管穿刺エコー静止画

X線画像
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Show-a Topics

当院で開催した講演会・研修会・勉強会

医療技術を向上させるため、職員全員がつねに学び続けています

中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
時
の

重
大
合
併
症
ゼ
ロ
を
更
新
中

12/17 第2回 緩和ケア症例検討会
◆テーマ「局所再発大腸がん」
アドバイザー：北海道大学病院
　　　　　　　緩和ケアチーム 
　　　　　　　田巻知宏先生

12/22 院内感染対策研修
◆講演「手指衛生の重要性と実践」
講師：サラヤ株式会社
　　　メディカル事業本部
　　　佐藤孝之氏

1/28 第2回 北海道抗菌薬セミナー
◆講演「グラム染色情報の臨床応用と
　　　　ESBL産生菌の感染対策
　　　　および治療戦略

　～何に気をつけ、どう対応するか？～」
講師：社会医療法人 医仁会 中村記念南病院
　　　薬剤部 主任 山田和範先生

2/3 消化器治療セミナー
◆講演「胃炎の京都分類から胃癌撲滅へ」
講師：北海道大学病院 光学医療診療部
　　　診療教授 加藤元嗣先生

当
院
で
は
2
0
1
2
年
か
ら
、
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
時
に
「
エ

コ
ー
ガ
イ
ド
下
静
脈
穿
刺
法
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
6
年
2
月

1
日
現
在
ま
で
、
気
胸
・
血
胸
な
ど
の
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
時
の
重
大
な

合
併
症
の
発
生
件
数
は
、
ゼ
ロ
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

当院主催 第3回 在宅緩和ケア推進研修会

3/24（木）18：30 ～／北海道消化器科病院 南館5階 講堂

◆講演「在宅緩和ケアにおける訪問薬剤師の役割（仮）」

研修会のお知らせ

講師：株式会社ナカジマ薬局 札幌在宅調剤センター  谷口亮央先生

当院は「がん診療連携指定病院」として
近隣の医療機関を対象にした研修会を定期的に開催しています

お問い合わせ

（医療連携相談室）
011‒784‒1811
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北海道消化器科病院 中心静脈カテーテルの実績

鎖骨下穿刺式
中心静脈カテーテル

「CVC」

中心静脈圧測定、トリプル
ルーメン以上が必要

適
用

皮下埋め込み型
中心静脈ポート
「CVポート」

中・長期的に抗がん剤
などの点滴投与が必要

適
用

末梢挿入型
中心静脈カテーテル

「PICC」

CVC、CVポート適用
以外の全ての症例

適
用


